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茨木市は、市内在住者など本市にゆかりのあるデザイナー等のクリエイターを公募・登録

し、チラシやポスター、動画の作成など、市の情報発信分野での連携を図る「茨木市クリエ

イティブパートナー制度」を、令和５年６月１日より試行的に実施します。同様の取組を制

度化しているのは全国的にも珍しく、北摂地域では初の取組となります。 

フリーランスや副業など多様な働き方が広がる中、本市では、市政推進に向けた新たなパ

ートナーとして、専門的なスキルを有する市民等の協力を得ることにより、より効果的な情

報発信及び「共創」のまちづくりを推進します。 

 

■事業の概要 

(1) 事業名  茨木市クリエイティブパートナー制度 

(2) 開始日  令和５年６月１日（木） ※２年間の試行実施を予定 

同日より市ホームページでクリエイター登録申請の受付を開始 

(3) その他概要 

ア これまで職員自身がチラシ等の広報物を作成してきた事業を中心に、事業担当課と

登録クリエイターをマッチングし、広報物の作成や助言などの支援を依頼します。 

イ 市がクリエイターに支払う報酬は、民間事業における報酬額等を参考に、市があらか

じめ定めた報酬水準に基づくものとしています。報酬水準は試行実施要項に記載し市

ホームページで公表します。 

ウ クリエイターの登録には「市内在住、在勤、在学者または市内に居住歴、通勤歴、通

学歴があること」、「18 歳以上であること」などの要件があります。詳細は試行実施要

項に記載しています。 

エ 令和５年度は、デザイン面に課題があるチラシやＷＥＢ動画の作成など、10 件程度

の案件を本制度の対象とする予定です。 

 

■対話による意見交換の実施 

 本制度の開始に先立ち、事業内容の検討に向けた意見収集などを目的に、市内在住等のク

リエイターと市の担当者で個別に意見交換を行う対話を実施しました。対話でいただいた

ご意見は、制度の運用方法や報酬水準の設定に反映させています。 

(1) 実施期間  令和５年３月 20日（月）～５月 15日（月） 

(2) 参加人数  35 人 ※市ホームページ及び広報誌で募集 

(3) 対話参加クリエイターの専門分野 

  グラフィックデザイナー、ウェブデザイナー、イラストレーター、漫画家、絵本作家、 

フォトグラファー、動画編集者 など 

 

【記者会見資料②】 

フリーランス等のクリエイターと様々な事業で連携 

「クリエイティブパートナー制度」を試行実施 

【本件に関する問合先】 

企画財政部まち魅力発信課長  電話：072-620-1602 


